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本章では、スペースフレームモデルの自動生成に関する設定方法を

学ぶ。SPACE のモデラーは、各種屋根型スペースフレームのパラメー

タを設定するのみで自動的に形状を作成する。さらに下部構造も自動

的に作成することが可能であり、大幅にデータ設定の労力を省くこと

ができる。しかも、下部構造はこのモデラーの機能を利用して変更す

ることができ、多種の解析モデルを作り出すことが可能となっている。 

ここでは、主に、各種屋根型スペースフレームに関するパラメータ

設定方法、及び下部構造の設定法、特に、新たな機能について述べる。 

 
  
本節では、モデラーからこのスペースフレームモデルを選択する方

法について述べる。モデラーが起動されると、最初、初期設定ウイザ

ードによって「構造ファイルのタイトル」ダイアログが表示される。

タイトルを設定した後、「OK」ボタンを押すと、次の「構造物の選択」

ダイアログが表示される。 

 
 
スペースフレームを設定するために、このダイアログで「スペース

フレームと下部構造」を選択する。「次へ」ボタンを押すと、次に示

すダイアログが表示され、ここで、スペースフレーム形状の選択を行

う。 
形状を選択した後、「次へ」ボタンを押す。 

第４章 スペースフレームモデルの作成 

4.1 はじめに 

4.2 ウイザードに

よる初期設定

図 4-2-1「構造物の選択」ダイアログ 
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ここで、「キャンセル」ボタンを押すと図 4-2-1 の「構造物の選択」

ダイアログへ戻ることになる。形状を選択した後、「次へ」ボタンを

押すと、形状決定パラメータを定義するダイアログが表示される。 

ここで公開されているスペースフレームの形状は、大きく分けて次の

3種類である。 

 

ドーム 

屋根型円筒 

平板 

 
さらに、これらの形状は単層と複層で構成されており、この構成に

よっても分類することができる。次節以降では、各形状を設定するパ

ラメータについて説明する。 
 

  
本節では、Ver.1.10 で公開されているスペースフレームの形状につい

て述べ、パラメータを設定する方法について解説する。最初は、単層の

ラチスドームについて述べる。ここで述べるパラメータ設定方法は、他

のドーム形状においてもほぼ同様であり、ここでは各パラメータの意味

図 4-2-2「構造物の選択」ダイアログ 

4. 3 ドーム状

構造物と設定

パラメータ

4.3.1 単層ラチ

スドーム 
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を詳細に述べるが、他のドーム形状では説明の多くを省くことになる。 

図 4-2-2 のダイアログで、「単層ラチスドーム構造」を選択し、「次へ」

ボタンを押すと、図 4-3-1 に示す設定用ダイアログが表示される。 

 

 
  
このダイアログ中の設定領域は、次の 5つに分類されており、 

 
１：ドームの形状を決定するパラメータ、 

２：荷重と質量を設定するパラメータ、 

３：下部構造、あるいは下部構造がない場合はドームの支持

状態を設定するパメラータ、 

４：下部構造の有無及び下部構造の階数とスパン数を設定、 

５：下部構造の通り芯位置を設定するパラメータである。 

 

図 4-3-1「単層ラチスドーム設定」ダイアログ 
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各パラメータは次のようである。 
 

１：ドームの形状を決定するパラメータ： 

1. 稜線分割数：ドームの直径を分割する数（偶数を指定） 

2. ドーム高さ：ドーム支持部材と連結する部材、あるいは下部構

造がない場合は支持境界を有する部材、ここではドーム最下層

のテンションリング材である。ドーム高さはこの部材の図芯か

らドーム頂点の節点位置までの距離（cm）である。 

3. ドーム底部直径：ドーム支持部材と連結する部材、あるいは下

部構造がない場合は支持境界を有する部材で、ここではドーム

最下層のテンションリング材の直径（cm）を表す。 

２：荷重と質量を設定するパラメータ： 

  ここでは、1節点当たりの重量（kN/1 節点）をドーム部と下部構造

部に分けて設定する。各部では、3 つの領域に分かれており、第 1

の動的解析用の値は、質量と動的解析用荷重ファイル１に設定され

る。また、静的解析用＿1 と＿2 は、前者が長期荷重用として静的

荷重ファイル１に、また、後者が水平荷重用として同じく静的荷重

ファイル２にセットされる。ここで、動的解析用＿1と静的解析用

＿1における荷重は、長期荷重であるため鉛直方向荷重として、マ

イナスにした値をセットする。 

３：下部構造、あるいは下部構造がない場合はドームの支持状態を設定

するパメラータ：ここでは、以下の 2 つのパラメータを選択する。 

１. 境界設定位置：最下全節点を選択するとドーム下部の全節点を

下部構造との連結節点に、もしくは境界支持節点に設定する。 

最下稜線節点のみを選択すると、ドームの 6本のキール最下節

点が下部構造との連結節点に、もしくは境界支持節点となる。

この場合、下部構造の柱はこの位置にのみ自動的に設定される。 

２. 境界条件：ピンを選択すると、下部構造との連結節点がピン接

合、もしくは支持節点がピン支持状態となる。 

法線方向ローラー支持を選択すると、ドーム円周方向の変位と

上下方向の変位が拘束され、法線方向の変位は自由となる。ま

た、3方向を軸とする回転変位は自由である。 

免震部材等を選択すると、下部構造とドーム連結節点に部材が

配置される。設置部材は、せん断型の部材を意識し、既に部材

断面強軸方向を法線方向に回転させている。ここを選択した場

合は、部材両端の自由度などをよく検討して使用されたい。 
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４：下部構造の有無及び下部構造の階数とスパン数を設定： 

  １．「下部構造あり」か「なし」か、を選択する。ありを選択する

と、下部構造の階数とスパン数入力項目が設定可能状態となる。 

  ２．階数：下部構造の階数を設定する。注意点は、下部構造の最上

部とドーム支持部の間も 1階とみなして設定するため、実際の

下部構造階数より 1階分多い値となる。 

  ３．スパン数：下部構造のスパン数を設定する。スパン方向とは、

円の半径方向を表すため、ドーム支持位置の下部構造を含めて

円周方向に幾通りの通り芯があるかを設定する。スパン数は、

この通り芯数―１であり、下部構造が支持構造のみである場合

は、スパン数はゼロとなる。 

５：下部構造の通り芯位置を設定するパラメータである：ここでは、下

部構造の階高、スパン長及びドーム支持部が下部構造のどの位置に

あるのかを設定する。 

 １．階高は、下部構造の下から、柱両端のはり図芯位置までの距

離を設定する。 

 ２．下部構造は、ドームの平面形状と同様に、円として設定され

る。ここで、スパン長は、最外周円から内側に向かって、その

円弧間の距離を設定する。 

 ３．円形状の下部構造のどの位置に上部構造であるドームが結合

しているかを設定する。この位置には下部構造の形状が自動的

に設定されるが、他の通り芯位置では、ユーザーが CAD を用い

て、自由に柱、はり、ブレースなどを設定する。 

 設定が終了すると、「OK」ボタンを押して次のステップである要素

データ設定に進むことになる。その際、次のメッセージが表示され、

システムが自動的に割り付けた要素について、その数と要素の位置を

知らせる。次のステップでは、最優先にこの要素設定システムを用い

て、要素データと特殊断面データを設定しなければならない。 
 

 
 
 
 
 
 

 

図 4-3-2「要素設定を

促す」メッセージ 
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パラメータの設定が正常であると、図 4-3-3 に示す単層ラチスドー

ムが 4つの画面上に表示される。ドーム構造では、既にドーム支持部

に連結して下部構造が自動的に設定されている。また、下部構造の柱

は、断面主軸方向が、円形法線方向に回転されている。そのため、CAD

によって他の柱を割り付ける場合は、主軸方向に注意して設定しなけ

ればならない。下部構造の基礎はり部分の境界は、全て柱直下でピン

支持としている。これらの変更する場合は、CAD を用いることで容易

に行うことが可能となっている。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図4-3-3に示す各図面で

右下の透視図のタイトル

バーをダブルクリックす

ると、図 4-3-4 に示すよう

に1画面で透視図が表示さ

れる。ここで、拡大、回転

などを駆使して下部構造

を有するドームの形状を

確認することになる。 

図 4-3-3「下部構造を有する単層ラチス構造」の基本 CAD 画面 

図 4-3-4

「単層ラチ

スドーム」

透視図
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本節では、前節と同様に単層ラチスドームで、部材の組み方が異な

るラメラ形状ついて、そのパラメータの設定法について述べる。図

4-2-2 の「構造選択ダイアログ」で「単層ラチスドーム（ラメラ）」を

選択すると、次に示す形状決定ダイアログが表示される。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
パラメータの設定方法は前節とほぼ同様であり、ここでは、同じ部

分の説明を省くことにする。異なる部分はドーム形状を決定するパラ

メータの一部で以下のようである。 

 

リング分割数：ドーム最下層であるリング部分の分割数を表す。こ

の値は偶数でなければならず、もし、奇数を与えると自動的に

切り捨てて偶数にする。 

 

 パラメータを全て設定した後、「OK」ボタンを押して次のステップ

に進む。この際、図 4-3-2 に示すダイアログが表示され、自動で設定

した部材に関する要素データを最初に設定するよう注意する。次に、

図 4-3-6 に示す CAD 用画面が表示され、後は CAD を用いて下部構造な

どに変更を加えることになる。 

4.3.2 単層ラチス

ドーム構造

(ラメラ） 

図 4-3-5「単層ラチスドーム設定(ラメラ)」ダイアログ 
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 前節と同様、単層ラチス構造であるが、部材の組み方が異なる。まず、

図 4-2-2 で「単層ラチスドーム（ネットワーク）」を選択すると、図 4-3-7

4.3.3 単層ラチス

ドーム(ネット

ワーク) 

図 4-3-6「下部構造を

有する単層ラチスドー

ム構造(ラメラ)」の基

本 CAD 画面

図 4-3-7「単層ラチ

スドーム設定(ネッ

トワーク)」ダイアロ

グ
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に示す形状決定ダイアログが表示される。このダイアログは、前節と全

く同じなので、入力仕様はそちらを参照されたい。 

パラメータを設定し終えた後、「OK」ボタンを押すと、前節と同様に

設定で使用している部材の要素データを先に設定するよう注意するメ

ッセージが表示される。その次に、図 4-3-8 に示す CAD 用画面が表示さ

れる。後は、この画面を利用して変更を加えることになる。 

 
  
本節では、複層ラチスドームの形状設定方法について述べる。図 4-2-2

で「複層ラチスドーム」を選択すると、図 4-3-9 に示す形状決定ダイア

ログが表示される。このダイアログは前節とほぼ同じであり、ここでは

異なる部分のみ説明する。 

１：ドームの形状を決定するパラメータ： 

上・下弦材間隔：上弦材と下弦材の最短距離、つまり、曲率中心から

頂点を通る線分で上弦材と下弦材の図芯間距離である。 

ドーム一般部材：ピン接合を選択すると、ドームの一般部材の接合状

態はピンとなり、当該節点の自由度で 3 軸の回転変位は拘束される。

剛接合を選択すると当該節点に拘束が設定されず、6 自由度共にフリ

ーとなる。 

リング支持部材：ここでの選択は、この部材に連結する節点を、ピン

4.3.4 複層ラチス

ドーム 

図 4-3-8「単層ラチ

スドーム(ネット

ワーク)」の基本

CAD 画面
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接合か剛接合に設定するものである。ピン接合の場合は当該の節点の

3軸方向の回転変位が拘束される。 

２：荷重と質量を設定するパラメータ： 

ここでは、1節点当たりの重量（kN/1 節点）をドームの上弦部と下弦

部、及び下部構造部の３つに分けて設定する。設定方法は前節で説明

したとおりである。 
３：下部構造との境界： 

ここでは、下部構造との境界もしくは支持境界状態を設定する。最初

は、上部構造支持位置を選択するもので、ドーム最下層の上弦材位置

か、もしくは下弦材位置である。ここで注意すべきは、ドームの底部

直径は、この支持位置で測定した距離であり、また高さはこの位置か

ら頂点までの距離である。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他のパラメータは他のドームと同様の設定項目である。パラメー

図 4-3-9「複層ラ

チスドーム設定」

ダイアログ
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タを設定した後、「OK」ボタンを押して次のステップである要素デー

タ設定に移る。要素に関するメッセージを表示した後、図 4-3-10 に

示す CAD 用画面に複層ラチスドームが表示されることになる。 

 
 
 
 本節では、複層ラチス平板構造の設定方法について説明する。複層ラ

チス平板構造を含めて、この節以降で説明する屋根型円筒構造物でも、

下部構造を自動的に設定することはなく、直行座標系の通り芯系を作成

する。使用者が設定した通り芯の任意交点に、上部構造を取り付け、後

は、CAD を用いて下部構造を設定し、最後に上部構造の連結節点と下部

構造の連結節点を結合する。これらの処理方法について、複層ラチス平

板構造を用いて説明する。 

 まず、図 4-2-2 で「複層ラチス平板」を選択し、図 4-3-11 に示す形

状決定ダイアログを表示させる。設定項目は、5 つに分類されており、

以下のようである。 

１：ドームの形状を決定するパラメータ： 

１．ｘ方向分割数：ｘ方向の上弦部材の分割数を設定する。 

２．ｙ方向分割数：ｙ方向の上弦部材の分割数を設定する。 

３．全体ｘ方向長さ：ｘ方向の上弦材の全体長さ 

4.3.5 複層ラチス

平板構造 

図 4-3-10「複層

ラチスドーム」の

基本 CAD 画面
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４．全体ｙ方向長さ：ｙ方向の上弦材の全体長さ 

５．屋根部結合状態：ピン接合を選択すると、ドームの一般部材の接合

状態はピンとなり、当該節点の自由度で 3軸の回転変位は拘束され

る。剛接合を選択すると当該節点に拘束が設定されず、6 自由度共

にフリーとなる。 

２：荷重と質量を設定するパラメータ： 

ここでは、1節点当たりの重量（kN/1 節点）をドーム部と下部構造

部に分けて設定する。各部では、3 つの領域に分かれており、第 1 の

動的解析用の値は、質量と動的解析用荷重ファイル１に設定される。

また、静的解析用＿1 と＿2 は、前者は長期荷重用として静的荷重フ

ァイル１に、また後者は水平荷重用として同じく静的荷重ファイル２

にセットされる。ここで、動的解析用＿1 と静的解析用＿1 における

荷重は、長期荷重であるため鉛直方向荷重として、マイナスにした値

をセットする。 

３：下部構造あるいは、下部構造がない場合はドームの支持状態を設定

するパメラータ： 

ここでは、以下の 2つのパラメータを選択する。 

１．「下部構造あり」か「なし」か、を選択する。ありを選択すると、

下部構造の階数とスパン数が設定可能状態となる。 

２．上部構造支持位置を選択するもので、上弦材位置か、もしくは下

弦材位置である。 

４：下部構造がある場合の下部構造の設定： 

１．ｘ方向スパン数：下部構造ｘ方向スパン数 
２．ｙ方向スパン数：下部構造ｙ方向スパン数 
３．階数：下部構造階数（下部構造の実際の階数を設定） 
４．下部構造に対する上部構造の位置設定：先に設定した上部構造の

形状をそのまま下部構造に割り付けるか、もしくはｘ座標とｙ座

標を反転して割り付けるかを選択する。ここでは、「正位置選択」

が前者であり、「ｘ座標とｙ座標を反転」が後者である。なお、

ここでは平板であるので、この機能はあまり有効ではないが、次

節以降の屋根型円筒では、常にｘ方向が円筒形状となるように設

計されているため、この機能を利用してｙ方向が円筒形状となる

ように設定することが可能となる。 
５．上部構造を下部構造に設置する通り芯交点の指定（ｘ方向番号

（通り芯番号）、ｙ方向番号、床番号：上部構造の設置基準点は、

平面図上の左下の支持点であり、この点を下部構造のどの通り芯
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交点に設置するかを指定する。 
６．上で指定した上部構造設置交点から、どの程度離れて上部構造を

設定するかを、ｘ座標、ｙ座標、ｚ座標で指定する。 

７．「下部構造通り芯座標」ボタンを押して、下部構造の通り芯座標

を設定する。ボタンを押すと、図 4-3-12 に示すダイアログが表

示され、このダイアログを用いて下部構造の通り芯形状を決定す

る。通り芯設定方法について、3.4.2 節を参照されたい。 

ここで、特に注意すべきは、上部構造の基準点が平面図上の左

下の支持点であることで、例えば、上部構造支持位置を下弦材に

設定すると、この位置と５，６で指定した位置とが結合されるこ

とになる。 

 
 

 

 ５：下部構造がない場合の支持設定：選択項目は、次の 2 つである。 

１．屋根指示位置：3つの項目から選択する。 

図 4-3-11「複層ラチス平板設定」ダイアログ 
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１）平面図上で上下の全節点 ２）同左右の全節点 ３）四隅の節点 
２．境界条件：上記で選択した位置の節点に境界条件を設定する。 
上記をよく考慮して設定されたい。ただし、CAD を用いて後からでも

変更は可能である。 

 
パラメータを設定した後、「OK」ボタンを押して次のステップである

要素データ設定に移る。要素に関するメッセージを表示した後、図

4-3-13 に示す CAD 用画面に複層ラチス平板が表示されることになる。 

図 4-3-12「通り芯

設定」ダイアログ

図 4-3-13「複層ラチ

ス平板」の基本 CAD

画面
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本節では、単層の平行円筒屋根型構造の設定方法について説明する。

まず、図 4-2-2 で「単層平行円筒屋根型構造」を選択し、図 4-3-14 に

示す形状決定ダイアログを表示させる。設定項目は、5つに分類されて

おり、以下のようである。 

１：ドームの形状を決定するパラメータ 

２：荷重と質量を設定するパラメータ 

３：下部構造、あるいは下部構造がない場合はドームの支持状態を設定

するパメラータ 

４：下部構造がある場合の下部構造の設定 

５：下部構造がない場合の支持境界の設定 

 

  

ダイアログを見て分かるように、1．の項目以外は、前節の複層平板

とほとんど同じである。説明を省いた部分については前節を参照された

い。 

１：ドームの形状を決定するパラメータ 

１．ｘ方向分割数：ｘ方向の上弦部材の分割数を設定する。 

２．ｙ方向分割数：ｙ方向の上弦部材の分割数を設定する。 

３．全体ｘ方向長さ：ｘ方向の上弦材の全体長さ 

４．全体ｙ方向長さ：ｙ方向の上弦材の全体長さ 

５．屋根高さ：この高さは、円筒屋根の支持部から頂点までの長さを表

4.3.6 単層平行円筒

屋根構造 

図 4-3-14「単層平

行円筒屋根型構造

の設定」ダイアログ
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す。 
パラメータを設定した後、「OK」ボタンを押して次のステップである

要素データ設定に移る。要素に関するメッセージを表示した後、図

4-3-15 に示す CAD 用画面に単層平行円筒屋根型構造が表示されること

になる。前節でも述べたように、ここでも自動的に割り付けられている

節点及び部材は上部構造のみであり、後は CAD を用いて下部構造の設定

と上部構造と下部構造の結合状態を設定することになる。 

 
 
 
本節では、単層のトラス円筒屋根型構造の設定方法について説明する。

まず、図 4-2-2 で「単層トラス円筒屋根型構造」を選択し、図 4-3-16

に示す形状決定ダイアログを表示させる。設定項目は、5つに分類され

ており、以下のようである。 

１：ドームの形状を決定するパラメータ 

２：荷重と質量を設定するパラメータ 

３：下部構造、あるいは下部構造がない場合はドームの支持状態を設定

するパメラータ 

４：下部構造がある場合の下部構造の設定 

５：下部構造がない場合の支持境界の設定 

図 4-3-14 と図 4-3-16 を比較すると分かるように、設定項目は全く同

図 4-3-15「単層平行

円筒屋根型構造」の

基本 CAD 画面

4.3.7 単層トラス円

筒屋根構造 
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じであり、その内容については前節を参照されたい。 

 

 
パラメータを設定した後、「OK」ボタンを押して次のステップであ

る要素設定に移る。要素に関するメッセージを表示した後、図 4-3-17

に示す CAD用画面に単層トラス円筒屋根型構造が表示されることにな

る。 

図 4-3-16「単層トラ

ス円筒屋根型構造の

設定」ダイアログ

図 4-3-17「単層トラ

ス円筒屋根型構造」

の基本 CAD 画面
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本節では、複層円筒屋根型構造の設定方法について説明する。まず、

図 4-2-2 で「複層円筒屋根型構造」を選択し、図 4-3-18 に示す形状決

定ダイアログを表示させる。設定項目は、5つに分類されており、以下

のようである。 

 

１：ドームの形状を決定するパラメータ 

２：荷重と質量を設定するパラメータ 

３：下部構造、あるいは下部構造がない場合はドームの支持状態を設定

するパメラータ 

４：下部構造がある場合の下部構造の設定 

５：下部構造がない場合の支持境界の設定 

 
 前節の設定項目と異なる部分について説明しよう。 
１：ドームの形状を決定するパラメータ 

１．ｘ方向分割数：ｘ方向の上弦部材の分割数を設定する。 

２．ｙ方向分割数：ｙ方向の上弦部材の分割数を設定する。 

３．屋根高さ：この高さは、円筒屋根の支持部から頂点までの距離を表

す。 

図 4-3-18「複層円

筒屋根型構造の

設定」ダイアログ

 

4.3.8 複層円筒屋根

型構造 
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４．全体ｘ方向長さ：ｘ方向の上弦材の全体長さ 

５．全体ｙ方向長さ：ｙ方向の上弦材の全体長さ 

６．上下弦材の距離：上弦材と下弦材の最短距離、つまり、曲率中心か

ら頂点を通る線分で上弦材と下弦材の距離である。 

７．屋根部接合状態：ピン接合を選択すると、ドームの一般部材の接合

状態がピンとなり、当該節点の自由度で 3軸の回転変位を拘束する。

剛接合を選択すると当該節点に拘束を設定せず、6 自由度共にフリ

ーとする。 

３：下部構造、あるいは下部構造がない場合はドームの支持状態を設定

するパメラータ：ここでは、以下の 2 つのパラメータを選択する。 

１．「下部構造あり」か「なし」か、を選択する。ありを選択すると、

下部構造の階数とスパン数を設定可能状態となる。 

２．上部構造支持位置を選択するもので、上弦材位置かもしくは下弦材

位置である。 

ここで、特に注意すべきは、上部構造の基準点が平面図上の左下の支

持点であることで、例えば、上部構造支持位置を下弦材に設定すると、

この位置で上部構造と下部構造が結合することになる。 
パラメータを設定した後、「OK」ボタンを押して次のステップである

要素データの設定を行う。要素に関するメッセージを表示した後、図

4-3-19 に示す CAD 用画面に複層円筒屋根型構造が表示されることにな

る。 

図 4-3-19「複層円

筒屋根型構造」

の基本CAD画面
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 前節では、スペースフレームの形状と下部構造もしくは下部構造の通

り芯を設定した。システムは自動的に部材を設定しており、その要素デ

ータ及び特殊断面データを先に設定しなければならない。形状パラメー

タを設定し、「OK」ボタンを押すと次のメッセージが表示される。ここ

には、システムが自動的に設定した部材が表示されており、ユーザーは、

最初にこの部材の要素データを作成する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

次に、CAD を用いて下部構造を設定することになるが、新たな要素が

必要となる場合は、ここで断面を設定すると良いであろう。 

 

 

本節では、スペースフレームや下部構造を変更する場合、他の CAD 操

作法とは異なる点について説明する。一般的に CAD の操作は、前章と同

様であるが、ドームの下部構造は、円筒座標系を用いているため、多少

異なるところがある。ここでは、異なる点を中心に説明しよう。 

ドームの下部構造は円筒座標系を用いている。しかしながら、部材設

定システムは直行座標系と同一であり、そのため、部材を割り付ける際、

4.4 要素とファイ

バーデータ

の作成

4.5 CAD による各種

設定

4.5.1 円筒座標系に

おけるはり・

柱の設定 

図 4-4-1「要素設定を

促す」メッセージ 

図 4-5-1 単層ラチスド

ームにおける 2点指定

によるはりの設定

はりの 2 点

指定
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特異な動きを理解しなければならない。まず平面図によるはりの設定を

見てみよう。図 4-5-1 には単層ラチスドームの平面図が表示されている。

円筒座標系のｘ軸は周方向であり、正方向は時計回りである。またｙ軸

は半径方向で、正方向は最外周から中心方向に向う方向である。 

はりの設定で、例えば、通り芯を用いて 1x とｘ軸の最後部である 72x

を指定したとする。この 2点は円筒座標系であるため近接しており、図

のように描画される。これで設定終了チップ を押すと図 4-5-2 のよう

に x軸全体に、はりが自動生成されたことになる。 

 
 同様に、柱も次図のように 2点を指定すると、 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-5-2 単層ラチ

スドームによるは

りの自動生成

図 4-5-3 単層ラチ

スドームにおけ

る柱の 2点指定 

柱の2点指定
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柱が図 4-3-4 のように x軸全体に設定されることになる。 

 
 
 柱、はり共に、円筒座標系であっても容易に自動生成することが可能

である。ただし、1x とｘ軸の最後部である 72x 間のはりは、通り芯を

利用した設定法では割り付けることができない。この部材は、まず通り

芯による設定から実節点による設定に切り替え、実節点を用いてはりを

設定しなければならない。このことに注意すれば円筒座標系の下部構造

でも容易に形状を構成することができよう。 
 
  
下部構造を設定する際、円筒座標系では、通り芯も実節点も重なって

表示される場合が多くなる。例えば、図 4-5-5 に示されるように立面図

では前方と後方の節点が重なっている。これでは希望する節点を指定す

ることが難しくなる。そこで、SPACE では、平面図あるいは立面図でア

イソメによる表示方法を提供し、節点重複表示の解消を図っている。 

図面をアイソメ表示に切り替えるためには、ツールバーＡ上のツール

チップ *1をクリックする。このツールチップは、ワイヤフレーム透視

図をソリッドモデルに切り替えるときに使用するチップでもある。 

4.5.2 図面のアイソ

メ表示とその

大きさの変更

図 4-5-4  2 点指定で通り芯交点に柱を自動生成する 

*1  
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図4-5-5で表示された立面図がこのツールチップをクリックするこ

とで図 4-5-6 のようにアイソメ表示される。これで多くの節点重複表

示が解消されることになる。 

 
 

 

 

 

 
  
 
 
 

 

同様に、ｘ面立面図も チップのクリックで、図のようにアイソメ表

示される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-5-5 ドーム

下部構造の立面

表示 

図 4-5-7 ドーム下

部構造のｘ面立面

アイソメ表示 

図 4-5-6 ドーム

下部構造の立面

アイソメ表示 
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アイソメ表示で深さ方向の大きさを変更する

場合は、ツールバーＢ上のツールチップ をク

リックし、次のスケール変更ダイアログを表示

させる。このダイアログで、アイソメ図形の倍

率の項目を変えると、実際のアイソメ表示が変

更されることになる。 

無論、このアイソメ表示は、円筒座標系の場

合のみならず、他の座標系においても利用可能

となっている。 

 
 
アイソメ表示で、特に、円筒座標系でしかもＹ面の立面図を表示する

場合、上記の方法では節点を指定しにくい場合が存在する。そのような

場合に備えて、この場合、つまり、円筒座標系でしかもＹ面の立面図を

表示する場合にのみ、このアイソメ表示を 90 度、ｚ軸回りに回転する

ことができる。 

まず、Ｙ面の立面図をアイソメ表示した後（図 4-5-9a 拡大表示）、

ツールバーＡ上のツールチップ もしくは をクリックする。この操

作によって、軸組は 90 度回転を繰り返すことになり（回転した結果が

図 4-5-9b に拡大表示されている）、適切な位置で節点の指定が容易に行

うことが可能となる。 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

複雑な構造物では、解析上、他の節点変位と当該の節点変位を同一と

見做したい場合がある。しかも、その節点自由度の一部と同一視したい

場合もある。このような場合に備えて、ソルバーでは既にこれらに対処

4.5.3 アイソメ表

示の 90 度回

転

4.5.4 他節点との

変位同一視

設定法

 

(a)                                           (b) 

図 4-5-9 アイソメ表示の 90 度回転操作結果 

アイソメ表示が回

転し、通り芯番号

28x が 14x となる。

図 4-5-8「倍率のプロパティ」

ダイアログ 
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可能な手法が備わっており、その仕様も公開されてい

る。本節では、CAD を用いて、他節点と当該節点を同一

変位に設定する方法を解説する。 

まず、同一視するためのテンプレートを設定する。

メニューの[設定]→[節点設定用パネル]→[節点同一

視データ変更]を選択すると、図 4-5-10 に示すダイア

ログが表示される。 

このダイアログでチェックマークが入っている節点

自由度が同一視される。なお、規定値は、節点 6 自由

度全て同一視を行うよう設定されている。図 4-5-10 は、この規定値よ

り、3 方向の回転変位は同一視しないよう設定し直されている。後は、

「OK」ボタンを押すことでテンプレートの設定終了となる。このテンプ

レートを使用し、CAD で 2 点を指定することで節点変位の同一視が指定

されることになる。 

同一視する2節点の指定法

について解説する。まず、目

的の節点が表示されている

図面に変更した後、ツールバ

ーＢ上のツールチップ *2を

クリックすると、図 4-5-11

のメッセージが表示される。「OK」ボタンを押した後、

同一視する 2節点を指定する。指定する前に、まず画面

左のダイアログバーを見られたい（図 4-5-12）。そこに

は、先に設定した同一視する節点自由度が表示されてい

る。ここで、値 0 は同一視しない、また、-1 から-6

は同一視節点の自由度番号に相当する。例えば、この

図の例では、当該節点のｘ、ｙ、ｚ方向の変位は、他

の節点のｘ、ｙ、ｚ方向の変位に各々等しくなる。ここで、ダイアログ

バーの表示を図 4-5-13 のように変更すると、当該節点のｘ、ｙ、ｚ方

向の変位は、他の節点のｙ、ｘ、ｚ方向変位に各々等しくなる。 

節点の指定は、平面図か立面図を用い、指定モードは、実節点を用い

た 2節点による設定である。実施する場合、実節点記号を表示しておい

たほうが良いが、もし表示されていない場合は強制的に表示モードに切

り替わることになる。 

まず、同一視する節点が表示されている図面に移動した後、ツールバ

ーＢ上のツールチップ *2をクリックする。メッセージが表示されるの

図 4-5-10「他節

点の変位同一

視設定」ダイ

アログ

図 4-5-11「他節点の変位同一視設定」

ダイアログ

図 4-5-12「同一視

設定」ダイアログ

バー 

図 4-5-13「同

一視設定」ダイ

アログバー

*2  
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で、「OK」ボタンを押した後、同一視する 2 節点を指定する。後は、は

りや柱の設定と全く同一である。ここでは、先に指定した節点の変位が

後で指定した節点の変位と同一視されるようにデータセットされる。 

他節点との変位同一視設定で、集団設定はラバーバンドで囲われた節

点の情報がリスト形式で表示されることになる。このリストを用いて手

動でデータを設定することができる。無論ここで同一視しているデータ

を消去することも可能である。 

他節点との変位同一視データを消去する方法は、部材の設定法と同様

に 2種用意されている。1節点指定消去と集団消去である。これらの使

用方法は、部材設定で行っている方法と同じである。いずれの方法を用

いても、その節点の情報をリスト表示

で確認することが大切である。 

同一視した節点を確認する方法は、

リスト形式で節点情報を確認する方法

が最も確実であるが、構造物が複雑に

なるとこの方法では非効率となる。そ

こで、SPACE では、確認のための効率

的方法を 2種用意している。 

一つは、透視図を利用する方法であ

る。まず、透視図が表示されている画

面をアクティブにした後、マウスの

右ボタンをクリックすると、プルダ

ウンメニューが表示される。このメニューの中

から、「透視図表示項目設定」を選択する。これ

で、図 4-5-14 に示すダイアログが表示され、表

示項目の中から「変位同一視節点」にチェック

マークをつける。これで該当する節点には透視

図上で黄色の丸印が表示され、容易に同一視し

た節点を見つけ出すことが可能となる。 

他の一つは、平面図と立面図で行う。ツール

バーＡのツールチップ *3 をクリックすると図

4-5-15 に示すダイアログが表示される。ここで、

同一変位節点をチェックすると図面上に赤色表

示で該当する節点が表示される。これらのチェ

ック機能を利用して、正確にデータ設定ができ

ているかどうか確認すべきでしょう。 

図 4-5-14「骨組表示選択」ダイアログ 

図 4-5-15「骨組表示選択」ダイアログ 

*3  
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